
第7回ITS地域交流 in 仙台2014

・・東北地方の復興まちづくりに、進化するITSの活用を考える・・

復興庁復興庁復興庁復興庁26262626年度「企業連携プロジェクト支援事業」年度「企業連携プロジェクト支援事業」年度「企業連携プロジェクト支援事業」年度「企業連携プロジェクト支援事業」 ②②②②

【【【【県内ものづくり中小企業の連携による県内ものづくり中小企業の連携による県内ものづくり中小企業の連携による県内ものづくり中小企業の連携によるEVEVEVEVコンバージョン事業コンバージョン事業コンバージョン事業コンバージョン事業】】】】
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これまでの経由

◆◆◆◆ 2003/82003/82003/82003/8・・・・ 「電気自動車実用化研究会」「電気自動車実用化研究会」「電気自動車実用化研究会」「電気自動車実用化研究会」 産学官有志でスタート産学官有志でスタート産学官有志でスタート産学官有志でスタート

・・・・ 2008/12008/12008/12008/1・・・・ 「「「「eeee----タウンバス研究会」タウンバス研究会」タウンバス研究会」タウンバス研究会」 みやぎ工業会有志で調査研究みやぎ工業会有志で調査研究みやぎ工業会有志で調査研究みやぎ工業会有志で調査研究 （産・学・官）（産・学・官）（産・学・官）（産・学・官）

・・・・ 2008/112008/112008/112008/11・・・・ 「次世代電気自動「次世代電気自動「次世代電気自動「次世代電気自動 ・車研究会」・車研究会」・車研究会」・車研究会」 東北大の勉強会に連携東北大の勉強会に連携東北大の勉強会に連携東北大の勉強会に連携 （学・産）（学・産）（学・産）（学・産）

・・・・ 2009/82009/82009/82009/8・第・第・第・第18181818回回回回 「「「「EVEVEVEV・エコラン競技大会・エコラン競技大会・エコラン競技大会・エコラン競技大会 in SUGOin SUGOin SUGOin SUGO」」」」 開催開催開催開催 （学・産）（学・産）（学・産）（学・産）

・・・・ 2010/82010/82010/82010/8・第・第・第・第19191919回回回回 「「「「EVEVEVEV・エコラン競技大会・エコラン競技大会・エコラン競技大会・エコラン競技大会 in SUGOin SUGOin SUGOin SUGO」」」」 開催開催開催開催 （学・産）（学・産）（学・産）（学・産）

◆◆◆◆ 2010/12010/12010/12010/1月月月月 東北大学「次世代移動体システム研究会」スタート東北大学「次世代移動体システム研究会」スタート東北大学「次世代移動体システム研究会」スタート東北大学「次世代移動体システム研究会」スタート （学・産・官）（学・産・官）（学・産・官）（学・産・官）

◆◆◆◆ 2010/112010/112010/112010/11月月月月 「「「「eeee----電動車推進事業プロジェクト」電動車推進事業プロジェクト」電動車推進事業プロジェクト」電動車推進事業プロジェクト」 （産・学・官）（産・学・官）（産・学・官）（産・学・官）

◆◆◆◆ 201201201201１１１１/3/3/3/3月月月月11111111日日日日 東日本巨大地震・大津波・福島原発事東日本巨大地震・大津波・福島原発事東日本巨大地震・大津波・福島原発事東日本巨大地震・大津波・福島原発事

◆◆◆◆ ２０１３２０１３２０１３２０１３////３月３月３月３月 ITITITIT融合プロジェクト（経済産業省）東北大学と産学共同研究で、融合プロジェクト（経済産業省）東北大学と産学共同研究で、融合プロジェクト（経済産業省）東北大学と産学共同研究で、融合プロジェクト（経済産業省）東北大学と産学共同研究で、

引地精工・非接触充電、工藤電機・引地精工・非接触充電、工藤電機・引地精工・非接触充電、工藤電機・引地精工・非接触充電、工藤電機・SRSRSRSRインホイールモーターと駆動インバータの開発インホイールモーターと駆動インバータの開発インホイールモーターと駆動インバータの開発インホイールモーターと駆動インバータの開発

◆◆◆◆ 2014201420142014／／／／10101010月月月月10101010日復興庁「企業連携プロジェクト支援事業」採択日復興庁「企業連携プロジェクト支援事業」採択日復興庁「企業連携プロジェクト支援事業」採択日復興庁「企業連携プロジェクト支援事業」採択

事業名事業名事業名事業名 【【【【県内ものづくり中小企業の連携による県内ものづくり中小企業の連携による県内ものづくり中小企業の連携による県内ものづくり中小企業の連携によるEVEVEVEVコンバージョン事業の立ち上げコンバージョン事業の立ち上げコンバージョン事業の立ち上げコンバージョン事業の立ち上げ】】】】

2014/11/20hk 工藤工藤工藤工藤 治夫治夫治夫治夫



環境を考慮した「環境を考慮した「環境を考慮した「環境を考慮した「eeee----タウンバス」の開発構想タウンバス」の開発構想タウンバス」の開発構想タウンバス」の開発構想

ElectricElectricElectricElectric・・・・EcologyEcologyEcologyEcology・・・・EconomyEconomyEconomyEconomy・・・・EasyEasyEasyEasy・・・・・・・・・・・・EEEE----Town BusTown BusTown BusTown Bus

電気・環境・経済・優しい・・・エコ・タウンバスです。電気・環境・経済・優しい・・・エコ・タウンバスです。電気・環境・経済・優しい・・・エコ・タウンバスです。電気・環境・経済・優しい・・・エコ・タウンバスです。

「「「「e-タウンバス」タウンバス」タウンバス」タウンバス」 は、自然と人に優しい交通環境を目指した調査研究の結果による提案です。は、自然と人に優しい交通環境を目指した調査研究の結果による提案です。は、自然と人に優しい交通環境を目指した調査研究の結果による提案です。は、自然と人に優しい交通環境を目指した調査研究の結果による提案です。

◆地球環境・経済環境・都市環境・生活環境の問題と課題を改善するため住民と行政が連携して、

マイカーに頼らずに、いつでも何処でも便利で安心な、公共交通を目指すものです。

「「「「e-タウンバス」は・タウンバス」は・タウンバス」は・タウンバス」は・

◆深夜電力を電池に充電して走る電車の様な車。

◆電動８輪の低床車で段差が無く乗り降り楽な車。

◆お年寄りや車椅子の人にも優しい30人乗の車。

◆排気ガスが無く低騒音でクリーンな低公害の車。

◆狭い住宅街や商店街も静かに優しく走る車。

◆深夜電力なのでCO2と燃費が減らせる車。

◆最先端IT技術の装備で安全に走る安心な車。

みやぎ工業会では、既存メーカーの車づくりの発想とは異なる、利用者と運営者のニーズに合わせた車づくりを目指し、みやぎ工業会では、既存メーカーの車づくりの発想とは異なる、利用者と運営者のニーズに合わせた車づくりを目指し、みやぎ工業会では、既存メーカーの車づくりの発想とは異なる、利用者と運営者のニーズに合わせた車づくりを目指し、みやぎ工業会では、既存メーカーの車づくりの発想とは異なる、利用者と運営者のニーズに合わせた車づくりを目指し、

産・学・官・民による地域連携のなかで、このプロジェクトを進めて行きます。産・学・官・民による地域連携のなかで、このプロジェクトを進めて行きます。産・学・官・民による地域連携のなかで、このプロジェクトを進めて行きます。産・学・官・民による地域連携のなかで、このプロジェクトを進めて行きます。

(社社社社)みやぎ工業会みやぎ工業会みやぎ工業会みやぎ工業会 E-タウンバス研究部会

「環境」・「環境」・「環境」・「環境」・ 通勤・通学や外出のマイカーから、この「「「「e-タウンバス」タウンバス」タウンバス」タウンバス」と公共交通に乗り換えることで渋滞や地球温暖化のCO2を大幅

に減らすと共に、市民と行政の経済面の低減にも効果が期待できます。

「運行」・「運行」・「運行」・「運行」・ 住宅地域や団地等から、JR駅・地下鉄駅・路線バス停のルートや学校・病院・スーパー商店街などを循環運行します。

「運営」・「運営」・「運営」・「運営」・ 地域住民参加による(NPO)等と行政が連携する事で福祉や地域間の格差を改善する効果が期待できます。

段差・30cm

イメージイメージイメージイメージ



団地団地団地団地・・・・住宅地域住宅地域住宅地域住宅地域

e・タウンバス・タウンバス・タウンバス・タウンバス

地下鉄駅

JR駅

幹線・トロリー電動バス「E・バス」

新交通ネットワーク概念図

JR駅

地下鉄駅

都心部都心部都心部都心部

ロードプライシングロードプライシングロードプライシングロードプライシング

ガソリン車やマイカー

進入抑制
都心部は無給電で自走

信号はバス優先

スクランブル交差点・バス停留所

バス停留所 交差点

電動バス電動バス電動バス電動バス[E・タウンバス」循環・タウンバス」循環・タウンバス」循環・タウンバス」循環

夜間充電・住民によるNPO運営

鉄道

地下鉄

カーシェアリング駐車場

工場

JR鉄道

みやぎ工業会 E-タウンバス研究部会 ２００６/１２/２０ HK

幹線・国道・県道・路線バス

①①①①

②②②②

③③③③

都心域外駐車場

②②②②

③③③③

e・タウンバス・タウンバス・タウンバス・タウンバス

e・タウンバス・タウンバス・タウンバス・タウンバス

幹線・トロリー電動バス「E・バス」

e・タウンバス・タウンバス・タウンバス・タウンバス

e・タウンバス・タウンバス・タウンバス・タウンバス



東日本震災から次世代復興デザイン

エコで安心な地域社会システムに向けて

サスティナブル・ライフコミュニティー

美美美美しくしくしくしく豊豊豊豊かなかなかなかな自然自然自然自然のののの恵恵恵恵でででで

幸幸幸幸せにせにせにせに生生生生きれるきれるきれるきれる環境環境環境環境へのへのへのへの転換転換転換転換

食料・エコエネルギー・の地産地消と資源循環システム

三世代が生活できる地域・産業・経済・環境の創出

非常時にも安心できる移動システムとインフラを備える。



これからの移動体のコンセプト

サステナビリティ＆モビリティ・マネジメントサステナビリティ＆モビリティ・マネジメントサステナビリティ＆モビリティ・マネジメントサステナビリティ＆モビリティ・マネジメント

• Sustainability ・・・・・・・・・・・・「持続可能な発展」「持続可能な発展」「持続可能な発展」「持続可能な発展」

将来世代のニーズを損なうことなく、現代世代のニーズを満たす発展。将来世代のニーズを損なうことなく、現代世代のニーズを満たす発展。将来世代のニーズを損なうことなく、現代世代のニーズを満たす発展。将来世代のニーズを損なうことなく、現代世代のニーズを満たす発展。

20202020世紀に入り人類の経済活動が飛躍的に拡大するに伴い、地球環境問題は加速度的に悪化しつつ世紀に入り人類の経済活動が飛躍的に拡大するに伴い、地球環境問題は加速度的に悪化しつつ世紀に入り人類の経済活動が飛躍的に拡大するに伴い、地球環境問題は加速度的に悪化しつつ世紀に入り人類の経済活動が飛躍的に拡大するに伴い、地球環境問題は加速度的に悪化しつつ

あり、先進国と途上国、貧富の格差も飛躍的に拡大している。あり、先進国と途上国、貧富の格差も飛躍的に拡大している。あり、先進国と途上国、貧富の格差も飛躍的に拡大している。あり、先進国と途上国、貧富の格差も飛躍的に拡大している。

このような状況下における持続可能な発展とは、有限な地球環境と人類総ての人権を尊重し、このような状況下における持続可能な発展とは、有限な地球環境と人類総ての人権を尊重し、このような状況下における持続可能な発展とは、有限な地球環境と人類総ての人権を尊重し、このような状況下における持続可能な発展とは、有限な地球環境と人類総ての人権を尊重し、

発展を意味する。発展を意味する。発展を意味する。発展を意味する。

• Mobility 可動性可動性可動性可動性，，，，移動性移動性移動性移動性，，，，機動性機動性機動性機動性，，，，流動性流動性流動性流動性，，，，

「かしこいクルマを、かしこく使う」「かしこいクルマを、かしこく使う」「かしこいクルマを、かしこく使う」「かしこいクルマを、かしこく使う」

• 軽くて・何時でも・誰でも・安全に・安心して・移動できるクルマ。軽くて・何時でも・誰でも・安全に・安心して・移動できるクルマ。軽くて・何時でも・誰でも・安全に・安心して・移動できるクルマ。軽くて・何時でも・誰でも・安全に・安心して・移動できるクルマ。

• 熱損失の最小化とエネルギー効率の最大化で再生可能なエネルギーへ転換。熱損失の最小化とエネルギー効率の最大化で再生可能なエネルギーへ転換。熱損失の最小化とエネルギー効率の最大化で再生可能なエネルギーへ転換。熱損失の最小化とエネルギー効率の最大化で再生可能なエネルギーへ転換。

• 非常時や災害時の生存持続可能な地域づくり。非常時や災害時の生存持続可能な地域づくり。非常時や災害時の生存持続可能な地域づくり。非常時や災害時の生存持続可能な地域づくり。

2011/5/23hk 工藤工藤工藤工藤 治夫治夫治夫治夫



マイクログリットマイクログリットマイクログリットマイクログリット

太太太太 陽陽陽陽 光光光光 発発発発 電電電電

マイクロ風力発電マイクロ風力発電マイクロ風力発電マイクロ風力発電

マイクロ水力発電マイクロ水力発電マイクロ水力発電マイクロ水力発電

バイオマスバイオマスバイオマスバイオマス 発電発電発電発電

波力、海流波力、海流波力、海流波力、海流 発電発電発電発電

海

ワークエリア

ビジネス・商店街銀行

EVモビリティカー

病院

住宅エリア

住宅エリア

住宅エリア

駐車場

駐
車

場

漁港・市場

飲食

街

EVモビリティカー

公共施設等

公共施設等

観光・物産館

住民道路住民道路

海抜 ０ｍ

３～５ｍ

５～１０ｍ

１０～１５ｍ

１５～２０ｍ

海抜 ３０ｍ

海抜 ３０ｍ

海抜 ３０ｍ

学校

学校

Mobility マイクロマイクロマイクロマイクロ EV・自動車・自動車・自動車・自動車

「かしこいクルマを、かしこく使う」「かしこいクルマを、かしこく使う」「かしこいクルマを、かしこく使う」「かしこいクルマを、かしこく使う」

軽くて・何時でも・誰でも・安全に軽くて・何時でも・誰でも・安全に軽くて・何時でも・誰でも・安全に軽くて・何時でも・誰でも・安全に

・安心して・移動できるクルマ。・安心して・移動できるクルマ。・安心して・移動できるクルマ。・安心して・移動できるクルマ。

SustainabilitySustainabilitySustainabilitySustainability＆＆＆＆MobilityMobilityMobilityMobility・・・・CommunityCommunityCommunityCommunity

津波警報時に10分で自宅に避難

災害時に生存持続可能な地域エコ災害時に生存持続可能な地域エコ災害時に生存持続可能な地域エコ災害時に生存持続可能な地域エコ コミュニティづくり。コミュニティづくり。コミュニティづくり。コミュニティづくり。

2011/5/20hk 工藤

住宅エリア

住宅エリア

海抜 ３０ｍ

震災復興イメージ

住民道路



震災震災震災震災復興・エコタウン構想イメージ復興・エコタウン構想イメージ復興・エコタウン構想イメージ復興・エコタウン構想イメージ SustainabilitySustainabilitySustainabilitySustainability＆＆＆＆MobilityMobilityMobilityMobility・・・・CommunityCommunityCommunityCommunity 2011年6月1日hk 工藤

災害時に生存持続可能な地域エコ災害時に生存持続可能な地域エコ災害時に生存持続可能な地域エコ災害時に生存持続可能な地域エコ コミュニティづくり。コミュニティづくり。コミュニティづくり。コミュニティづくり。

ワークエリア

病院

学校

幼稚園

役所

スーパー

商店・会社など

避難ビル

駐車場

駐車場

駐車場

駐車場

農地

酪農

住宅地区

マイクロ風力発電機

バイオマスエネルギー

ソーラー発電住宅

ミニEV車

住民道路

住宅地区

住宅地区

マイクロ風力発電機

ミニEV車

ミニEV車

防潮林

住民道路

住宅地区

消防署

海水浴場

津波警報時に10分で自宅に避難

駅

観光バス

防潮堤・幹線道路

幹線道路

堤防

水門

避難階段

避難階段

漁港･魚市場・関連事業所

ミニ水力発電

ループEVバス



東北大学 次世代移動体システム研究・産学共同事業化への取り組み

電動車・東北大学 軽自動車EV改造車・工藤電機

電動バス・東北大学 電動バス・東北大学



亘理町・町民バスの電動化による町民バスの電動化による町民バスの電動化による町民バスの電動化による

スマートタウンと産業創出スマートタウンと産業創出スマートタウンと産業創出スマートタウンと産業創出

事業検討に関する提案事業検討に関する提案事業検討に関する提案事業検討に関する提案

2014年1月16日

東北大学

次世代移動体システム研究会

地域事業化推進プロジェクト

引地精工株式会社

工藤電機株式会社

起案・工藤治夫



亘理町民バス（さざんか号）運行・運賃について亘理町民バス（さざんか号）運行・運賃について亘理町民バス（さざんか号）運行・運賃について亘理町民バス（さざんか号）運行・運賃について

• 東日本大震災のため、路線、時刻を変更して運行します。

• 運休運休運休運休

• 土曜日、日曜日、祝日、年末年始(12月29日-1月3日)
• 運賃・運賃・運賃・運賃・無償

• 暫定路線での運行や被災者支援のため平成26年3月31日

まで無償運行を実施します

• 回数乗車券・回数乗車券・回数乗車券・回数乗車券・無償運行のため販売しません。

• 定期乗車券・定期乗車券・定期乗車券・定期乗車券・無償運行のため販売しません。

• 運行に関する問い合わせ先運行に関する問い合わせ先運行に関する問い合わせ先運行に関する問い合わせ先

• 亘理町企画財政課 Tel 0223-34-0505

• わたりちょうの人口と世帯数わたりちょうの人口と世帯数わたりちょうの人口と世帯数わたりちょうの人口と世帯数

• 人口と世帯数（平成人口と世帯数（平成人口と世帯数（平成人口と世帯数（平成25年年年年11月月月月30日現在）日現在）日現在）日現在）

• 人口：人口：人口：人口：33,981人｜1人減 男：16,588人｜1人減 女：17,393人｜

• 世帯数：世帯数：世帯数：世帯数：11,484 世帯｜26世帯増



太陽光発電5kw
蓄電池5kwh
非接触充電

太陽光発電5kw
蓄電池5kwh
非接触充電

太陽光発電5kw
蓄電池5kwh
非接触充電

太陽光発電5kw
蓄電池5kwh
非接触充電

JR線

亘理駅

太陽光発電20kwh
蓄電池20kwh

非接触充電４台



三菱ふそう・ローザ三菱ふそう・ローザ三菱ふそう・ローザ三菱ふそう・ローザおよびおよびおよびおよびトヨタ・ハイエーストヨタ・ハイエーストヨタ・ハイエーストヨタ・ハイエースを計４台運行を計４台運行を計４台運行を計４台運行

マイクロバス２９人乗り４台を電動車を改造して、亘理駅と各路線終点に太陽光発電・蓄電マイクロバス２９人乗り４台を電動車を改造して、亘理駅と各路線終点に太陽光発電・蓄電マイクロバス２９人乗り４台を電動車を改造して、亘理駅と各路線終点に太陽光発電・蓄電マイクロバス２９人乗り４台を電動車を改造して、亘理駅と各路線終点に太陽光発電・蓄電

装置・非接触充電設備から運行待機時間に車両へ急速充電して走行するため、車両の蓄装置・非接触充電設備から運行待機時間に車両へ急速充電して走行するため、車両の蓄装置・非接触充電設備から運行待機時間に車両へ急速充電して走行するため、車両の蓄装置・非接触充電設備から運行待機時間に車両へ急速充電して走行するため、車両の蓄

電容量は小型軽量化でき１回の充電で２０電容量は小型軽量化でき１回の充電で２０電容量は小型軽量化でき１回の充電で２０電容量は小型軽量化でき１回の充電で２０km走行可能走行可能走行可能走行可能

現状は、実証調査のための無償運行は、平成27年3月31日まで

北部循環線・・・・・北部循環線・・・・・北部循環線・・・・・北部循環線・・・・・亘理駅～今泉間・片道約８亘理駅～今泉間・片道約８亘理駅～今泉間・片道約８亘理駅～今泉間・片道約８km、、、、15停留所、時間停留所、時間停留所、時間停留所、時間25分分分分

サニータウン線・・サニータウン線・・サニータウン線・・サニータウン線・・亘理駅前～中原間・片道約８亘理駅前～中原間・片道約８亘理駅前～中原間・片道約８亘理駅前～中原間・片道約８km、、、、14停留所、約停留所、約停留所、約停留所、約25分分分分

荒荒荒荒 浜浜浜浜 線・・・・・・線・・・・・・線・・・・・・線・・・・・・亘理駅～荒浜市所前・片道約８亘理駅～荒浜市所前・片道約８亘理駅～荒浜市所前・片道約８亘理駅～荒浜市所前・片道約８km、、、、13停留所停留所停留所停留所25分分分分

南部循環線・・・・・南部循環線・・・・・南部循環線・・・・・南部循環線・・・・・亘理駅～野地集落センター前・片道約１０亘理駅～野地集落センター前・片道約１０亘理駅～野地集落センター前・片道約１０亘理駅～野地集落センター前・片道約１０km、、、、14停留所停留所停留所停留所

運行数：各コース６往復運行数：各コース６往復運行数：各コース６往復運行数：各コース６往復 現在運行中の町民バス現在運行中の町民バス現在運行中の町民バス現在運行中の町民バス



北部循環線

荒浜線

南部循環線

サニータウン線

太陽光発電5Kw
リチウム電池5Kwh
非接触充電装置

太陽光発電5Kw
リチウム電池5Kwh
非接触充電装置

太陽光発電5Kw
リチウム電池5Kwh
非接触充電装置

太陽光発電5Kw
リチウム電池5Kwh
非接触充電装置

亘理町・さざんか号の電気バス・スマートシティー・システム亘理町・さざんか号の電気バス・スマートシティー・システム亘理町・さざんか号の電気バス・スマートシティー・システム亘理町・さざんか号の電気バス・スマートシティー・システム 2014.1.16 工藤工藤工藤工藤

亘理駅亘理駅亘理駅亘理駅

太陽光発電太陽光発電太陽光発電太陽光発電20Kw

リチウム蓄電池リチウム蓄電池リチウム蓄電池リチウム蓄電池20Kwh

非接触充電装置非接触充電装置非接触充電装置非接触充電装置

２９人乗り電動マイクロバス・イメージ



提提提提 案案案案 （（（（1））））

1. 中古車両を電動化に改造整備して町民バスとして運行（EVコンバージョン）

2. 亘理駅の車庫と各路線の終点にも蓄電式太陽発電と、（非接触充電）設備を

設置して、その電力を EVバスに蓄電して走行する（雨天時は電力系統で充電）

3. 車両走行電力：5kwh/10km（マイクロバス・リチウム電池１０kwh搭載）１回の

充電で２０km走行可能

4. 車庫：太陽発電 20kw、 蓄電量 20kwh、非接触充電は４台設置

5. 各路線終点：太陽光発電 5kw、蓄電量 5kwh、非接触充電を４箇所に設置

6. 電力はほぼ太陽発電でまかなえ、災害時の停電時でも運行が可能

７．災害時の電力は通信や照明に利用可能

亘理町・さざんか号（町民バス）の電気バス化への提案亘理町・さざんか号（町民バス）の電気バス化への提案亘理町・さざんか号（町民バス）の電気バス化への提案亘理町・さざんか号（町民バス）の電気バス化への提案 ２０１３年１０月１日 H.Kudo



亘理町・町民バスの電動化によるスマートタウンと産業創出町民バスの電動化によるスマートタウンと産業創出町民バスの電動化によるスマートタウンと産業創出町民バスの電動化によるスマートタウンと産業創出

初期建設資金調達では、国の助成金と、亘理町の財政負担に依るところが重要、

地域の産・官・民に依る共同運営体制の構築が重要。

現状は運賃を無料としているが、町民には格安の有料パスとし町外からの利用者に

は１０0円程度の有料とし、その他の収入を積極的に図ることが肝要。

現状の町民バス（さざんか号）の運営予算の詳細が不明であるが、

提案している表記について、ビジネスモデルの仮説を立て収支計算をしてみた。

現状の運輸コストは不明であるが、運行は４台、

１コース１６往復/日、３６０日と仮定し、整備維持管理と保険や減価償却費を見込み算出。

収支損益計算

建設費：３15M ・ 調達資金：３２0M
運営費：84.2M ・ 運営収入：139.4M



事業名称

県内ものづくり中小企業の連携による県内ものづくり中小企業の連携による県内ものづくり中小企業の連携による県内ものづくり中小企業の連携による

EVコンバージョン事業の立ち上げコンバージョン事業の立ち上げコンバージョン事業の立ち上げコンバージョン事業の立ち上げ

（仮称）e5Net株式会社

2014年11月２６日
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製鉄溶鉱炉工場製鉄溶鉱炉工場製鉄溶鉱炉工場製鉄溶鉱炉工場

輸入化石資源輸入化石資源輸入化石資源輸入化石資源

リサイクル資源リサイクル資源リサイクル資源リサイクル資源

ごみ焼却炉ごみ焼却炉ごみ焼却炉ごみ焼却炉

機械部品製造工場機械部品製造工場機械部品製造工場機械部品製造工場

自動車製造工場自動車製造工場自動車製造工場自動車製造工場

自動車販売会社自動車販売会社自動車販売会社自動車販売会社

解体スクラップ工場解体スクラップ工場解体スクラップ工場解体スクラップ工場

大規模大量生産と資源大量消費型の産業経済構造大規模大量生産と資源大量消費型の産業経済構造大規模大量生産と資源大量消費型の産業経済構造大規模大量生産と資源大量消費型の産業経済構造
地域の人・物・金・地域の人・物・金・地域の人・物・金・地域の人・物・金・3R3R3R3R資源循環型の産業経済構造資源循環型の産業経済構造資源循環型の産業経済構造資源循環型の産業経済構造

EV 認定整備工場認定整備工場認定整備工場認定整備工場

改造電気自動車改造電気自動車改造電気自動車改造電気自動車

太陽光発電

100Vコンセント

取外し部品取外し部品取外し部品取外し部品

エンジンエンジンエンジンエンジン

ガソリンタンクガソリンタンクガソリンタンクガソリンタンク

マフラーマフラーマフラーマフラー

ラジエーターラジエーターラジエーターラジエーター

EV改造キット改造キット改造キット改造キット

モーターモーターモーターモーター ・・・・ 駆動インバー駆動インバー駆動インバー駆動インバー

ターターターター

バッテリー・車載充電器バッテリー・車載充電器バッテリー・車載充電器バッテリー・車載充電器

ドライブコントローラードライブコントローラードライブコントローラードライブコントローラー

フィッティング部品フィッティング部品フィッティング部品フィッティング部品

県内ものづくり企業連携県内ものづくり企業連携県内ものづくり企業連携県内ものづくり企業連携

電気・電子・IT情報・

機械・板金・ダイカスト・

2014/11/24 工藤

EVコンバージョンによる人・物・金・エネルギーの循環

化石燃料化石燃料化石燃料化石燃料
鉄鉱石鉄鉱石鉄鉱石鉄鉱石

新車新車新車新車 5～～～～10年使用後廃車年使用後廃車年使用後廃車年使用後廃車 EV改造・改造・改造・改造・10年再利用年再利用年再利用年再利用

発電所発電所発電所発電所

3R3R3R3R・地方創世へ向けて・地方創世へ向けて・地方創世へ向けて・地方創世へ向けて

経済

エネルギー

雇用

地域地域地域地域

EV

電力送電



事業体スキーム（体系図・流通戦略）

19

(社)みやぎ工業会

e-電動車（電動車（電動車（電動車（EVコンバート）推進事業プロジェクトコンバート）推進事業プロジェクトコンバート）推進事業プロジェクトコンバート）推進事業プロジェクト

株主

企業・個人

運送事業・バス運行業・公共交通・学校給食配送車輌・宅配便車輌・自動販売集配車輌・

郵便車輌・都心物流車輌・事業所業務車輌・等 （軽自動車（軽自動車（軽自動車（軽自動車EVコンバート）コンバート）コンバート）コンバート）

幼稚園、スクールバス・介護福祉送迎車・社員送迎バス・住宅団地循環バス・地方自治体バス・

等

車輌・顧客市場

推進事業体

LLP or NPO
経営・総務・経理

研究開発部：企画・調査

技術部：設計・生産技術・品質管理

営業部：広報・市場開拓

e-タウンバス研究部会 2009/11月起案２月起案２月起案２月起案２ h.k

開発製造企業グループ開発製造企業グループ開発製造企業グループ開発製造企業グループ

自動車整備業界

電機・電子・IT・電池・機械・金型・板金・鋳造

メッキ・塗装・樹脂・自動車整備・リサイクル

中古自動車業界

EV認定整備事業所認定整備事業所認定整備事業所認定整備事業所

中古車輌

電動化車輌

販売

回収

電動化ユニット構成機器

改造マニュアル

技術指導の提供、

学術研究機関学術研究機関学術研究機関学術研究機関

行政機関行政機関行政機関行政機関

東北大学・宮城大学

石巻専修大学・電波高専

東北福祉大学

経済産業局・東北陸運局・環境省

宮城県・仙台市・市町村自治体

宮城県産業技術総合センター

中小企業団体中央会

産学連携産学連携産学連携産学連携 共同研究共同研究共同研究共同研究

指導・支援指導・支援指導・支援指導・支援

廃車解体業界

リサイクル

廃車

東北大学東北大学東北大学東北大学

次世代移動体システム研究会次世代移動体システム研究会次世代移動体システム研究会次世代移動体システム研究会

石巻専修大学

技術研修・三日間

EV認定整備士認定整備士認定整備士認定整備士

情報

広報

有料



マイクロバス・マイクロバス・マイクロバス・マイクロバス・電動車輌改造イメージ （2） 2010・1・17 hk

エンジン中古車輌 電動車輌改造車エンジン・変速機・デフギヤーを外し ホイールインモーターに交換

エンジン

変速機

燃料タンク

マフラー
ハンドル

ラ
ジ
エ
ー
タ
ー

エンジン

燃料タンク

変速機

バッテリー

充電器

ハンドル

ラ
ジ
エ
ー
タ
ー

バッテリー

充電プラグ 200ｖ

バッテリー充電器

インバーター

インバーター

ホイールインモーター

ホイールインモーターホイールインモーターホイールインモーターホイールインモーター

e- 電 動 車

インバーター

ホイールインモーターホイールインモーターホイールインモーターホイールインモーター



下側：送電コイル下側：送電コイル下側：送電コイル下側：送電コイル

送電コイル送電コイル送電コイル送電コイル

非接触給電システム開発 （引地精工株式会社）

車両側車両側車両側車両側 受電コイル受電コイル受電コイル受電コイル

電気バスへの非接触充電シ

ステムによりバス停での急

速充電が可能なため、車載

バッテリーの容量を軽量化

できる。



e-電動車推進事業プロジェクト計画の課題

＊＊＊＊ ことを起こす人ことを起こす人ことを起こす人ことを起こす人 ・・・起業家・・・起業家・・・起業家・・・起業家

＊＊＊＊ 知恵を出す人・・・知恵を出す人・・・知恵を出す人・・・知恵を出す人・・・研究開発者研究開発者研究開発者研究開発者

＊＊＊＊ 創る人創る人創る人創る人 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・技術者技術者技術者技術者

＊＊＊＊ 金を出す人金を出す人金を出す人金を出す人 ・・・・・・・・投資家・お客様投資家・お客様投資家・お客様投資家・お客様

＊＊＊＊ 広める人・・・広める人・・・広める人・・・広める人・・・営業人営業人営業人営業人

＊＊＊＊ EVEVEVEV車両を使う人・車両を使う人・車両を使う人・車両を使う人・お客様お客様お客様お客様



東北復興を東北復興を東北復興を東北復興を

【【【【県内ものづくり中小企業の連携による県内ものづくり中小企業の連携による県内ものづくり中小企業の連携による県内ものづくり中小企業の連携によるEVEVEVEVコンバージョン事業コンバージョン事業コンバージョン事業コンバージョン事業】】】】

地域が連携して

ひと・もの・こと・づくりに

産・学・官・民・金の知恵と力を

あわせて頑張りましょう

ご清聴ありがとうございました。

2014年12月5日（金）

工藤電機株式会社

取締役会長 工藤治夫


